
款 項 目

9 5 1

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

令和４年度　予算説明書

予算 部局名 教育部

課　名 文化スポーツ課
予算書(P)目名

社会教育総務費 258

施策事業名 社会教育一般

事業目的 社会教育活動の推進に資する事業及び社会教育団体の育成のための補助事業を行う。

事業内容

●全体計画
・市民が主体となり社会教育活動を積極的に展開してもらうため、社会教育団体の育成のための補助
事業や社会教育事業推進のための支援を行う。

●主な事業内容
・社会教育審議会等の開催
・中学校への吹奏楽部部活動指導員派遣事業の実施<拡充>
　一部、県のモデル事業「地域文化部活動推進事業委託」として実施
・市民展の開催
・社会教育団体及び文化事業への補助
・文化芸術活動全国大会等出場者への賞賜金の支給
・するすみふれあい広場の管理運営 など

●主な予算の内訳
・社会教育委員報酬　　　　　　　　　　　 605千円
・中学校吹奏楽部部活動指導者謝礼　　　 1,820千円
・市民展開催委託料　　　　　　　　　　 1,250千円
・社会教育団体補助（7団体）　　　　　　1,615千円
・文化の薫り高いまちづくり事業補助金　　 400千円
・文化芸術活動全国大会等出場者奨励金　 　100千円
・するすみふれあい広場管理委託料　　　   984千円

事業の目標

・市内中学校の吹奏楽部の活動の充実を図るため、市内４中学校への吹奏楽部部活動指導員派遣事業
を実施する。
・市民展の開催
・社会教育団体の育成を図ることを目的として社会教育団体（７団体）への補助を実施する。
・市内で実施される文化事業に対し、文化の薫り高いまちづくり事業の補助を行う。
・全国大会等に出場する市民等に対して文化芸術活動全国大会等出場者への支給を実施する。
・するすみふれあい広場の管理運営を行う。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

100%

社会教育委員 769 0 0 0 769 100%

社会教育総務事務 351 0 0 0 351

84%

社会教育団体補助 1,615 0 0 0 1,615 100%

文化振興 3,885 614 0 0 3,271

80%

 - - - - - - - 

するすみふれあい広場管理 1,588 0 0 310 1,278

- 

合計 8,208 614 0 310 7,284 89%

 - - - - - - 
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9 5 1

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

令和４年度　予算説明書

予算 部局名 教育部

課　名 文化スポーツ課
予算書(P)目名

社会教育総務費 260

施策事業名 生涯学習

事業目的
市民が幅広い教養や知識を身につけることを目的に、生涯学習機会の提供、生涯学習活動の支援を行
う。

事業内容

●全体計画
・市民ニーズに合った魅力ある生涯学習事業を展開するとともに、生涯学習情報の提供を行う。

●主な事業内容
・市民総合大学の開催<拡充>
　一部オンラインとのハイブリットで開催する。
・子ども大学の開催<拡充>
　犬山動物総合医療センターとの連携による講座、俳句講座を新設する。
・ロボット塾の開催
・ICTコンシェルジュ(案内人)設置事業<拡充>
　マイナポイントの入力支援事業を新たに行い、相談日を増加して対応する。
・生涯学習出前講座の実施
・市民講師登録制度の活用など

●主な予算内訳
・市民総合大学講師謝礼　　　　　　　　　　　2,461千円
・市民総合大学開催委託料　　　　　　　　　　1,149千円
・子ども大学開催委託料　　　　　　　　　　　6,930千円
（「土曜日の教育支援体制等構築事業費県補助金」事業費の2/3補助）
・ロボット塾開催委託料　　　　　　　　　  　  426千円
（「土曜日の教育支援体制等構築事業費県補助金」事業費の2/3補助）
・ICTコンシェルジュ(案内人)設置事業委託料　 1,669千円

事業の目標

・市民総合大学（一般教養学部、歴史文化学部、文学部、環境学部、スポーツ学部、健康学部、名古
屋経済大学と連携したグローカル学部の7学部及び著名人による入学式、公開講座、卒業式）37講座
を実施し、生涯学習事業の一環として市民が、学ぶことで得られる出会いや感動を感じるための機会
を提供する。
・「子どもたちの学ぶ喜びを感じ、自主的に学ぶ気持ちを育てる事業」として子ども大学を19講座
(各10回)実施し、学校教育では味わえない学びの機会を提供する。
・ロボット塾を年間3期(各5回)開催し、ITに親しむ子どもたちの居場所づくりや、創造性を育む。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

57%

生涯学習講座 9,039 4,214 0 1,035 3,790 42%

市民総合大学 4,868 0 0 2,070 2,798

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

合計 13,907 4,214 0 3,105 6,588 47%

 - - - - - - 
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Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

- 

合計 1,825 150 0 0 1,675 92%

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

100%

 - - - - - - - 

青少年団体補助 576 0 0 0 576

87%

青少年センター運営 789 90 0 0 699 89%

青少年問題協議会委員 460 60 0 0 400

事業内容

●全体計画
・青少年の健全育成及び困難を抱える子ども若者を支援するため、青少年センターを適正に運営す
る。

●主な事業内容
・青少年問題協議会の開催
・青少年センターの運営
・青少年団体への補助の実施

●主な予算の内訳
・青少年問題協議会委員報酬　　　　　　　　　　353千円
・青少年センター講演会　　　　　　　　　　　　 90千円
・電話設置工事費<新規>　　　　　　　    　    245千円
　留守番電話機能付きの専用電話を青少年センターに設置し、相談体制の強化を図る。
・青少年団体補助（3事業）　 　　　　　　　　　576千円

事業の目標

・青少年の悩み相談に応じ、関係機関と連携して悩みの解消を図る。(青少年相談）
・青少年の健全育成を目指し青少年を取り巻く課題について研究協議を行い、課題解決に向けた対策
を講じる。（青少年問題協議会の開催6回）
・留守番電話機能付きの専用電話を青少年センターに設置し、相談体制の強化を図る。
・青少年の自立を促すため、自主的な活動の支援を行う。（青少年健全育成に資する団体への補助、
二十歳の集い支援）

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

青少年育成費 262

施策事業名 青少年育成

事業目的
青少年の悩みごとに対する助言及び指導と、非行防止や環境浄化など青少年の健全育成を図る活動の
拠点として、青少年センターを運営する。

令和４年度　予算説明書

予算 部局名 教育部

課　名 文化スポーツ課
予算書(P)目名



款 項 目
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Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

令和４年度　予算説明書

予算 部局名 教育部

課　名 文化スポーツ課
予算書(P)目名

公民館費 262

施策事業名 南部公民館管理運営

事業目的
南部公民館を生涯学習の場として有効に活用することにより、市民の教養向上、健康の増進、生活文
化の振興及び社会福祉の増進を図る。

事業内容

●全体計画
・市民、団体の自主的な生涯学習活動及びサークル活動の拠点施設として貸館業務を行う。
・南部公民館の管理・運営を適正に行う。
・施設を将来にわたって使用していくため、必要な営繕・工事を行う。

●主な事業内容
・公民館講座を拡充して開催<拡充>
　障害者が参加しやすいしくみづくりを行い、障害者の学びを支援する。
・施設の営繕修繕
・施設管理に必要な各種委託

●主な予算の内訳
・公民館講座講師謝礼　　　　　　　　720千円
・公民館講座開催委託料<拡充>　　　　671千円
　(文科省障害者の学びの支援に関する実践研究事業委託事業として実施予定)
・総合設備管理業務一括委託料　　　8,818千円
・公民館管理業務委託料　　　　　　2,203千円
・舞台関係統合管理業務委託料　　　7,201千円

事業の目標

○自主的な生涯学習の場を市民に提供するため、貸館事業を行う。
〇障害者が参加しやすいしくみづくりを行い、公民館講座（前期、後期）及び1DAY講座を拡充して実
施する。
〇施設の維持のための適正かつ計画的な修繕を実施する。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

100%

南部公民館管理 26,627 468 0 3,150 23,009 86%

公民館審議会委員 75 0 0 0 75

0%

 - - - - - - - 

南部公民館講座 1,547 1,032 0 515 0

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

合計 28,249 1,500 0 3,665 23,084 82%

 - - - - - - 
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Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

令和４年度　予算説明書

予算 部局名 教育部

課　名 文化スポーツ課
予算書(P)目名

公民館費 264

施策事業名 小規模公民館

事業目的 小規模公民館を生涯学習の場として有効に活用することにより、市民の教養向上、健康増進を図る。

事業内容

●全体計画
・生涯学習活動の場を市民に提供するため、小規模公民館(塔野地公民館、善師野公民館)を、適正に
管理運営する。

　
●主な事業内容
・施設の貸館業務
・施設の営繕修繕
・施設管理に必要な各種委託
・借地手続き等

●主な予算の内訳
・公民館管理業務委託料 　3,777千円
・光熱水費　　　　　　 　1,189千円
・修繕料　　　　　　　 　　487千円

事業の目標
・市民の生涯学習活動に質する施設として、設置条例及び施行規則に基づき適正に管理運営を行う。
・施設を良好な状態に保つために、適正かつ計画的な修繕を行う。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

96%

 - - - - - - - 

小規模公民館施設管理 6,454 0 0 285 6,169

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

合計 6,454 0 0 285 6,169 96%

 - - - - - - 
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Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

- 

合計 35,199 0 0 1 35,198 100%

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

100%

学習等供用施設営繕 4,820 0 0 0 4,820 100%

学習等供用施設管理 30,379 0 0 1 30,378

事業内容

●全体計画
・生涯学習の場を市民に提供するため、市内６か所の学習等供用施設(犬山南地区学習等供用施設、
城東地区学習等供用施設、羽黒地区学習等供用施設、楽田地区学習等供用施設、上野地区学習等供用
施設、丸山地区学習等供用施設)の施設管理を適正に行う。
　
●主な事業内容
・施設の貸館業務
・施設の営繕修繕
・施設管理に必要な各種委託
・老朽化した施設の維持補修

●主な予算の内訳
・施設管理業務委託料　                         　　19,134千円
・光熱水費　　　　　　　                            5,827千円
・修繕料　　　　　　　　                         　 1,609千円
・外壁調査委託料（上野地区学習等供用施設）　          242千円
・空調更新工事請負費（丸山地区学習等供用施設）      4,578千円

事業の目標
・市民の生涯学習活動に質する施設として、設置条例及び施行規則に基づき適正に管理運営する。
・施設を良好な状態に保つために、適正かつ計画的な修繕を行う。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

学習等供用施設費 264

施策事業名 学習等供用施設

事業目的
6つの学習等供用施設を生涯学習の場として有効に活用することにより、市民の教養向上、健康増進
を図る。

令和４年度　予算説明書

予算 部局名 教育部

課　名 文化スポーツ課
予算書(P)目名
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Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

令和４年度　予算説明書

予算 部局名 教育部

課　名 文化スポーツ課
予算書(P)目名

図書館費 266

施策事業名 図書館本館

事業目的
地域の情報発信の拠点として、市民に親しまれる図書館となるため、図書館の適正な管理運営を行
う。

事業内容

●全体計画
・地域の情報発信の拠点として、図書館サービスを展開する。
・市民の読書活動の推進を行う。
・市立図書館と学校図書室と情報共有を図り、事業連携を行う。

●主な事業内容
・図書館における講演会の実施
・図書館業務システムの適切な運用と維持管理
・図書購入による資料の充実
・学校連携司書の配置
・適切な施設の維持管理

●主な予算の内訳
・図書館講演会等講師謝礼　　　　　　　　400千円
・図書館情報システム使用料　　　　　　2,882千円
・図書購入費　　　　 　　　　　　　　12,250千円
・図書館外壁等改修工事<新規>　　　　 58,379千円

事業の目標

・子ども読書空間を円滑に運営し、子どもの読書活動の推進と、読書を通じた読解力の向上を目指
す。
・市立図書館と学校図書室と情報共有を図り、事業連携を行う。
・図書館サポーターを充実させ、市民参加型の図書館を目指す。
・施設を維持管理するため、図書館外壁等改修工事を実施する。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

100%

図書館本館管理 32,026 0 0 112 31,914 100%

図書館協議会委員 72 0 0 0 72

100%

図書館システム運用管理 6,956 0 0 0 6,956 100%

公用車管理（図書館費） 142 0 0 0 142

100%

図書館営繕 68,333 0 43,700 0 24,633 36%

図書館図書購入 16,184 0 0 0 16,184

0%

合計 123,714 0 43,700 113 79,901 65%

教育振興（基金） 1 0 0 1 0



款 項 目

9 5 5

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

- 

合計 579 0 0 0 579 100%

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

100%

 - - - - - - - 

ふれあい図書館管理 579 0 0 0 579

事業内容

●全体計画
・毎週土曜日、日曜日の午前10時30分から午後5時00分まで開館し、市民に図書館サービスを提供す
る。
・学校連携の拠点施設として活用する。

●主な事業内容
・図書購入による資料の充実
・学校の授業に役立つ資料の選書（学校連携）
・施設の適正な管理運営

●主な予算の内訳
・図書購入費　　300千円

事業の目標

・楽田ふれあい図書館の運営を適切に行い読書活動の推進を図る。
・図書購入により資料を充実し適切に運営する。
・図書館資料の貸出、図書館イベントの充実を図り地域参加型の図書館として充実させる。
・学校連携の拠点施設として活用する。
・図書館サポーターを充実させ、市民参加型の図書館を目指す。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

図書館費 270

施策事業名 楽田ふれあい図書館

事業目的 楽田ふれあい図書館の管理及び運営を適切に行い、読書活動の推進を図る。

令和４年度　予算説明書

予算 部局名 教育部

課　名 文化スポーツ課
予算書(P)目名
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Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

- 

合計 31,452 0 0 0 31,452 100%

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

100%

 - - - - - - - 

図書館ICT化 31,452 0 0 0 31,452

事業内容

●全体計画
・窓口業務を効率化し、貸し出しの際の待ち時間を短縮するため、図書資料にＩＣタグを取り付け
る。
　図書資料を適正に管理し、利用者の貸し出しニーズに応えるため、セキュリティゲートを設置す
る。

●主な事業内容
・図書資料(約24万点)へのＩＣタグの取付け＜新規＞
・セキュリティゲート等の設置＜新規＞
・窓口カウンターにＩＣタグを読み取るリーダライタの設置＜新規＞

●主な予算の内訳
・ＩＣタグ購入費　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　594千円
・ＩＣタグ取付委託　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20,609千円
・セキュリティゲート導入委託 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7,425千円
・セキュリティゲート借上料(ゲート３台、リーダーライタ９台等)　　　 　2,302千円

事業の目標
・市立図書館の全ての図書資料約２４万点にＩＣタグを取付ける。
・窓口カウンターにＩＣタグを読み取るリーダライターを設置する。
・セキュリティゲートを設置し、図書資料を適切に管理する。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

図書館費 268

施策事業名 図書館ICT化事業

事業目的 市民により一層図書館を利用してもらうため、図書館のICT化を進める。

令和４年度　予算説明書

予算 部局名 教育部

課　名 文化スポーツ課
予算書(P)目名
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- 

合計 12,312 0 0 61 12,251 100%

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

99%

勤労青少年ホーム営繕 1,080 0 0 0 1,080 100%

勤労青少年ホーム管理 11,232 0 0 61 11,171

事業内容

●全体計画
犬山市勤労青少年ホームの貸館業務及び維持管理を適正に行い、市民の自主的な生涯学習の場として
有効に活用されるよう施設運営を行う。

●主な事業内容
・施設の貸館業務
・施設の修繕
・施設に必要な各種委託
・施設の営繕工事など

●主な予算の内訳
・施設管理業務委託料　　　　　　　　　　8,108千円
・光熱水費　　　　　　　　　　　　　　　1,197千円
・修繕料　　　　　　　　　  　　　　　　　750千円
・工事請負費(講習室空調改修工事）<新規> 1,080千円
　２階講習室の空調の改修工事を行う。

事業の目標
・日常的かつ継続的に、利用者の指導案内及び施設の点検を実施する。
・施設を良好な状態に保つために、適正かつ計画的な修繕を行う。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

勤労青少年ホーム費 270

施策事業名 勤労青少年ホーム

事業目的
勤労青少年ホームを生涯学習の場として有効に活用することにより、市民の教養向上、健康増進を図
る。

令和４年度　予算説明書

予算 部局名 教育部

課　名 文化スポーツ課
予算書(P)目名
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Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

令和４年度　予算説明書

予算 部局名 教育部

課　名 文化スポーツ課
予算書(P)目名

市民文化会館費 272

施策事業名 市民文化会館運営管理

事業目的
今後１０年間を活用することを想定し、必要最低限の維持補修を行い、「なんでも対応可能な多目的
ホール」から、選択と集中のうえ、市民が身近に利活用できる施設に転換を図っていく。

事業内容

●全体計画
・市民の舞台芸術鑑賞及び発表の場、文化活動の場として貸館業務を行う。
・施設を良好な状態に保つため、維持管理を行う。
・施設を有効活用するため、大ホールの「舞台貸し」を本格導入する。<新規>

●主な事業内容
・犬山市文化協会や音楽文化協会と協力し「市民芸能祭」や「市民音楽祭」など市民、文化団体が発
表する場の提供及び参加型の事業の実施
・市民に対し芸術性や創造性に優れた事業を提供する団体に支援を行う「共催事業」の実施
・施設の営繕修繕
・施設に必要な各種委託
・売却を進めるため、第５駐車場の測量及び不動産鑑定評価の実施<新規>

●主な予算の内訳
・自主事業委託料　　　　　　　　　　　　　　　1,149千円
・工事請負費(練習室空調改修工事)<新規>　　　　1,717千円
　練習室(防音室)の空調を講堂から切り離し、個別空調とすることで、音楽利用等の貸し出し要望に
柔軟に対応することができる。
・総合設備管理業務一括委託料　　　　　　　　　6,930千円
・施設管理業務委託料　　　　　　　　　　　　　2,476千円
・舞台関係統合管理業務委託料　　　　　　　　　7,802千円
・第５駐車場の測量及び不動産鑑定評価<新規>　　1,149千円

事業の目標
○「舞台貸し事業」の本格導入により、市民が気軽に大ホールを利用する機会を増やす。
〇「市民文化会館のあり方」を踏まえ、施設を適正に維持管理していく。
〇 測量及び不動産の鑑定を行ったうえで、第５駐車場の土地の売却を進めていく。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

74%

市民文化会館利活用 2,173 0 0 1,271 902 42%

市民文化会館管理 28,226 0 0 7,384 20,842

100%

 - - - - - - - 

市民文化会館営繕 1,717 0 0 0 1,717

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

合計 32,116 0 0 8,655 23,461 73%

 - - - - - - 
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Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

令和４年度　予算説明書

予算 部局名 教育部

課　名 文化スポーツ課
予算書(P)目名

保健体育総務費 288

施策事業名 保健体育総務事務

事業目的 市民の健康づくりを目的とし、スポーツ意識の高揚、スポーツの普及・振興を図る。

事業内容

●全体計画
・スポーツ分野の市民の活躍や取組みを一層推進させるための事務事業を実施する。
・スポーツ基本法第32条に規定のスポーツ推進委員を中心に、市民に対するスポーツの推進のための
事業やスポーツの指導及び助言などを行う。同時に、各委員に対するその職務を全うする上で必要と
なる意識喚起や、理解、能力の取得を支援する。
・市民のスポーツの普及のため、市民スポーツ活動を展開し、本市スポーツ振興の中核を担う市体育
協会の事業関連経費に対し補助金の交付を行う。

●主な事業内容
・市スポーツ賞授賞式の開催
・全国大会等出場者激励費の支給
・スポーツ推進委員事業の推進、協力
・軽スポーツ講習会の開催
・市体育協会への補助

●主な予算の内訳
・賞賜記念品　　　　　　　　　　　　　　　　360千円
・全国大会等出場者賞賜金　　　　　　　　　　710千円
・スポーツ推進委員報酬　　　　　　　　　　1,260千円
・レクリエーション・スポーツ講習会委託料　　242千円
・体育協会補助金　　　　　　　　　　　　 14,444千円

事業の目標

・競技スポーツにおいて優秀な成績を納めた市民への激励・顕彰を実施する。
・市民のスポーツ活動を促進するスポーツ推進委員事業を定期的に実施する。
・年間を通じて定期的に軽スポーツの講習（講習会・派遣指導など）を実施する。
・市体育協会への補助により市内競技団体及びスポーツ少年団の活動等を支援する。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

100%

スポーツ推進委員 2,138 0 0 0 2,138 100%

保健体育総務事務 1,546 0 0 0 1,546

100%

 - - - - - - - 

スポーツ団体補助 14,444 0 0 0 14,444

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

合計 18,128 0 0 0 18,128 100%

 - - - - - - 
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- 

合計 20,355 0 0 7,084 13,271 65%

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

63%

スポーツ振興基金積立金 4,358 0 0 4,358 0 0%

マラソン大会 4,979 0 0 1,863 3,116

95%

スポーツ大会 5,931 0 0 632 5,299 89%

スポーツ振興 5,087 0 0 231 4,856

事業内容

●全体計画
　様々な場面で市民が「スポーツに親しむ」、「体を動かす」機会を提供する。

●主な事業内容
・スポーツ施設以外も、市民にスポーツに親し場所として提供するため、学校体育施設開放、市民
プール代替事業（モンパプール利用の市民優待）の実施
・市民が参加できる各種スポーツ大会（愛知駅伝、ふれあい運動会、軽スポーツ大会、市民大会）の
開催・協力
・マラソン大会（読売犬山ハーフマラソン、いぬやまランニングフェスティバル）の開催
・いぬやまスポーツコミッションの事務局運営
・各種スポーツ関係組織への運営支援（補助金・負担金の交付）
・スポーツの普及・振興のため、スポーツ振興基金の積立等

●主な予算内訳
・学校体育施設管理業務委託料　　　　　　　　　1,849千円
・各種市民体育大会委託料　　　　　　　　　　　3,614千円
・いぬやまランニングフェスティバル事業費　　　2,779千円
・読売犬山ハーフマラソン負担金　　　　　　　　2,200千円
・スポーツ振興基金積立金　　　　　　　　　　　4,358千円
・いぬやまスポーツコミッション負担金　　　　　1,125千円

事業の目標
・市内学校体育施設を市民のスポーツ活動の場として提供する。
・ジョギングイベント（いぬやまランニングフェスティバル）、マラソン大会（読売犬山ハーフマラ
ソン）を開催する。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

スポーツ振興費 290

施策事業名 スポーツ振興

事業目的 市民の健康づくりを目的とし、スポーツ意識の高揚、スポーツの普及・振興を図る。

令和４年度　予算説明書

予算 部局名 教育部

課　名 文化スポーツ課
予算書(P)目名
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Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

令和４年度　予算説明書

予算 部局名 教育部

課　名 文化スポーツ課
予算書(P)目名

体育施設費 292

施策事業名 体育施設管理

事業目的 体育施設を有効に活用することにより、市民スポーツ活動の振興を図る。

事業内容

●事業の全体計画
　公共スポーツ施設として武道館、弓道場、体育センター、フィットネスフロイデ、木曽川犬山緑地
（野球場・テニスコート・多目的グラウンド）、山の田公園（野球場・テニスコート）、野外活動セ
ンター、内田多目的広場テニスコートをスポーツ活動・生きがいづくり・健康づくりの場として提供
する。

●主な事業内容
・施設の維持管理
・施設利用者の利用手続及び指導
・屋内及び屋外体育施設の営繕工事

●主な予算内訳
・屋内体育施設管理委託料　　　　　　　　　　       　 5,721千円
・フィットネスフロイデ管理業務委託料　　　　       　56,760千円
・屋外体育施設管理委託料　　　　　　　　　　　       17,347千円
・木曽川犬山緑地維持管理業務委託料　　　　　　       12,834千円
・山の田公園野球場夜間照明取替工事請負費＜新規＞　　 16,104千円
  照明棟(東基・西基)をLED化する工事を実施する。
・旧市民プール解体設計業務委託料＜新規＞　        　  3,828千円
　令和５年度旧市民プール解体に向けて解体設計業務に着手する。

事業の目標

・日常的かつ継続的に、施設の点検や、利用者の指導案内を実施する。
・施設状況に応じた計画的な修繕を実施すると同時に、事案・状況により優先順位を設けた対応を行
う。
・旧市民プール解体のために必要な業務を進める。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

65%

フィットネスフロイデ管理 70,782 0 0 61,873 8,909 13%

屋内体育施設管理 10,523 0 0 3,643 6,880

88%

体育施設営繕 22,198 0 0 0 22,198 100%

屋外体育施設管理 45,039 0 0 5,478 39,561

100%

 - - - - - - - 

旧市民プール解体 3,828 0 0 0 3,828

- 

合計 152,370 0 0 70,994 81,376 53%

 - - - - - - 
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- 

合計 102,554 0 0 2,427 100,127 98%

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

98%

 - - - - - - - 

包括体育施設管理 102,554 0 0 2,427 100,127

事業内容

●事業の全体計画
・指定管理者による羽黒中央公園（体育館・多目的スポーツ広場など）の管理運営が適正に実施され
ることで、施設の活性化が図られ、市民のスポーツ活動、生きがいづくり、健康づくりの推進を図
る。

●主な事業内容
・指定管理者による羽黒中央公園の管理運営

●主な予算の内訳
・火災保険料　　　　　　　　　124千円
・羽黒中央公園指定管理料　102,430千円

事業の目標

・指定管理者による施設管理業務を実施し、効果的かつ効率的な管理運営を進める。
・日常的かつ継続的に、施設の点検や、利用者の指導案内を実施する。
・指定管理者により、施設活性化のための魅力ある自主事業を展開する。
・指定管理者と定例会を行い、課題等情報の共有化を図り改善に向けた取り組みについて協議する。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

体育施設費 294

施策事業名 包括体育施設管理

事業目的
羽黒中央公園（体育館・多目的スポーツ広場）を適正に管理運営し、活用することで、市民のスポー
ツ活動の振興を図る。

令和４年度　予算説明書

予算 部局名 教育部

課　名 文化スポーツ課
予算書(P)目名


